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新
病
棟
開
院
記
念
式
典
を
挙
行

５
月
１７
日
、医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病

院
は
新
病
棟
開
院
記
念
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
リ
ド
ー

ル
で
岡
誠
一
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文

教
施
設
企
画
部
技
術
参
事
官
、齋
藤
学

長
、江
口
病
院
長
、河
野
医
学
部
長
、林

歯
学
部
長
及
び
濱
理
事
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

良
順
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、江

口
病
院
長
が
式
辞
で
、今
回
の
新
病
棟

完
成
を
弾
み
に
、安
全
で
質
の
高
い
医
療

の
提
供
は
も
と
よ
り
、先
進
的
医
療
の
開

発
、優
れ
た
医
療
人
の
育
成
等
に
継
続
的

に
取
り
組
み
、さ
ら
に
は
中
期
的
展
望
に

立
っ
た
長
崎
大
学
医
学
部
・
歯
学
部
附
属

病
院
の
基
盤
整
備
に
尽
く
し
た
い
と
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
齋
藤
学
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、さ
ら
に
舌
津
一
良
文

部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部

長（
代
読：

岡
技
術
参
事
官
）、高
木
義

明
衆
議
院
議
員
、冨
岡
勉
衆
議
院
議
員

及
び
大
久
保
潔
重
参
議
院
議
員
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
新
病
棟
の
概

要
は
本
号
１４

ペ
ー
ジ
参
照
）

長
崎
大
学
名
誉
校
友
称
号
を

授
与

長
崎
大
学
の
卒
業
生
で
各
界
に
お
い
て
顕
著
な
功

績
を
挙
げ
、長
崎
大
学
の
名
誉
を
高
め
た
方
に
授
与

す
る
長
崎
大
学
名
誉
校
友
の
称
号
が
、福
地
茂
雄

氏（
経
済
学
部
卒
業
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
）、井
石
哲
哉
氏

（
医
学
部
卒
業
、長
崎
県
医
師
会
会
長
）、久
松
シ
ソ

ノ
氏（
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養

成
所
卒
業
、長
崎
如
己
の
会
副
会
長
）に
贈
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、３
月
２５
日
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
授
与
式
で

は
、卒
業
生
、修
了
生
が

見
守
る
中
、齋
藤
学
長

か
ら
井
石
哲
哉
氏
、久

松
シ
ソ
ノ
氏
に
称
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、６
月
７
日
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
東

京
都
）で
行
わ
れ
た
経

済
学
部
同
窓
会
の
瓊
林

会
総
会
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
授
与
式
で
は
、瓊

林
会
会
員
約
２
５
０
名

が
見
守
る
中
、齋
藤
学

長
か
ら
福
地
茂
雄
氏
に

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。３

名
の
方
々
の
功
績

に
つ
い
て
は
、本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

工
学
部
に「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
寄
附
講

座
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
学
講
座
」を
設
置

工
学
部
に

平
成
２０
年
４

月
よ
り
５
年

間
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ

株
式
会
社

（
上
釜
健
宏

社
長
）か
ら

の
寄
附
を

受
け
入
れ
、

「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
寄

附
講
座
エ
ネ

ル
ギ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
学

講
座
」を
設
置
し
ま
し
た
。

４
月
１０
日
に
行
わ
れ
た
看
板
上
掲
式
に
は
、上
釜

社
長
を
は
じ
め
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
の
関
係
者
を
迎
え
、

大
学
側
か
ら

は
、齋
藤
学

長
、石
井
理

事
、濱
理
事
、

茂
地
工
学
部

長
を
は
じ
め

と
す
る
大
学

関
係
者
や
工

学
部
学
生
な

ど
多
数
が
参

加
し
て
、盛

大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

高
校
生
、大
学
生
対
象
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

５
月
２６
日
、中
部
講
堂
に
お
い
て
、世

界
規
模
で
猛
威
を
ふ
る
う
エ
イ
ズ
、結
核
、

マ
ラ
リ
ア
の
三
大
感
染
症
問
題
を
テ
ー
マ

に
、
高
校
生
、
大
学
生
を
主
な
対
象
と

し
た「
人
と
健
康
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、長
崎
市
内
及
び
近
郊
の
高

校
生
約
４
５
０
名
の
他
、本
学
の
学
生
、

教
職
員
合
わ
せ
て
約
７
２
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、齋
藤
学
長
の
挨

拶
の
後
、３
名
の
外
国
人
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

か
ら
、途
上
国
に
お
け
る
現
状
と
問
題
の

克
服
に
向
け
た
国
際
協
力
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
、参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、引
き
続
き
行

わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、高
校
生
や
大
学

生
が
英
語
で
積
極
的
に
質
問
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、ほ
と
ん
ど
の
高

校
生
、大
学
生
が「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
て
、国
際
保
健
協
力
へ
の
関
心
・
興
味

が
深
ま
っ
た
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
被
爆
三
世
ザ
ク
ロ
の
木
」を

植
樹

５
月
２７
日
、経
済
学
部
の
卒
業
生
で
、自
ら
も
被

爆
者
で
あ
る
榊
安
彦
氏（
長
崎
市
在
住
）か
ら
寄
贈

さ
れ
た「
被
爆
三
世
ザ
ク
ロ
の
木
」が
、環
境
科
学
部

中
庭
に
齋
藤
学
長
と
榊
氏
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し

た
。爆

心
地
か
ら
約
１
・
５
�
の
家
野
町
に
あ
っ
た
榊

氏
の
自
宅
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ザ
ク
ロ
の
木
は
、原
爆

投
下
に
よ
り
枯
れ
た
か
に
見
え
た
も
の
の
、翌
年
に

は
大
き
な
花
実
を
つ
け
ま
し
た
。そ
の
後
、榊
氏
は
現

在
の
自
宅
に
転
居
さ
れ
る
際
、こ
の
ザ
ク
ロ
の
木
を
挿

し
木
し
て
二
代
目
を
育
て
、そ
の
ザ
ク
ロ
の
木
の
種
か

ら
育
て
た「
三
世
」を
本
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
、附
属
病
院
歯
科
系
玄
関
前
の「
被
爆

し
た
ク
ス
ノ
キ
」、教
育
学
部
中
庭
の「
被
爆
柿
の
木

二
世
」に
次
い
で
、３
つ
目
の
平
和
を
祈
念
す
る
樹
木

と
な
り
ま
す
。

平成２０年
３月・４月・５月

看板上掲の様子

井石哲哉氏久松シソノ氏

植樹する榊氏（右）と齋藤学長

上釜社長（左）と齋藤学長

福地茂雄氏（左）

テープカットの様子

質問に答えるシンポジスト

満員の会場で熱心に耳を傾ける高校生

江口病院長

岡技術参事官

冨岡衆議院議員

齋藤学長

高木衆議院議員

大久保参議院議員

河野医学部長
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